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171.生徒における鱗伸筋群と館筋群の発達速度の
格議について
。議本法-1.秋開広2，高機英幸弘久野鶴港3.
勝飴茂3.
1.日本女子大学， 2.策京大学. :5‘筑波大学.
[絡諮] 運動能力の築なる13識から15識の生徒の務停筋
群および紹筋若手の発選議穆について，発苦手の最終段階として
考えられる一般成人および成人一流競技者との比較を試みる
ことにより，これらの生徒の館発滋状態がどの恕皮であるか
について坊がにすることを践的とした事
{方法〕 被検者には全て男性を用いた.被検者は13潔か
ら15織のジュニアグル…ブと成人グループの2群に分け，さ
らにそれぞれの群の中で遼動パフォ…マンスに優れたエリ…
ト群とコントロール若手記分けた.ジュニアグループのエリー
ト群には文部省選動能力テスト結果をもとに約2万人の母線
路に対して，上位10名以内に穏当ずる容を汚いた.成人グルー
プのヱリート群には駿上競技の短距離および中経緯種目で日
本ランキング10位以内の選手(以下路上群)，サッカ…競技の
自本代表レベルの選手〈以下サッカー若手)を用いた.コントロー
ル群にはジュニアグルーブ，成人グループともに身長，体還を
が全額擦準{獲に近似し，運動完主力が…般的である者を鰐いた.
大路郊の筋横断欝穣の瀦定にはMRIを用いた.設1j定部伎は
大腿鋒長に対して勝から70%(大腿近{立部)， 50%(大腿中央部〉
の{立畿であった.大総務の筋横断if畿は綾伸務群〈大路脳演
鋳〉とB委総務群〈ハムストリングスと内戦筋群)に分けて設1定を
行なった.
〔結果および考察}
ジュニアエリート群とジュニアコントロール群における膝
伸筋鮮と鱗綴筋鮮の横断面積は，近{立総および中央部ともに
13擦の時点でエリート鮮が有意に議憶を示し，この綴向は
14識， 15議時においても変化しなかった身また鈎若手ともに
13識から15織にかけて横断簡撲の濃部が絡められた.
また，ジュニアグループと成人グjレーブを比較したところ
ジュニアエリート群は15識の時点で藤伸筋群， jfi筋群の横断
溜穣が，成人コントロ…Jt，.群よりも潟鑓を訴し， D泰愚筋群の
中央部においては宥窓鐙が認められたおく0.01). このように
15議時のジュニアエリ…ト群は一銭的なi湾年代の生徒はもち
ろん，一般的な成人よりも大総額iの筋が発透していることが
明かとなった，さらに成人エリートの符若手は近佼部の鱗路欝
群がジュニアエリート鮮の15議時の{寵よりも有意(pく0.01)
に高鍍を示し，この緩j古iは路上群，サッカー群に共通するも
のであった.路上群のみについては近控脅誌の線路銘群以外の
筋および部位はジュニアエリ…ト鮮の縫と問機なf疫を示し，
サッカー若手については全ての筋および部俊においてジュニア
エリート群よりも衛鐙を来した.このように成人エリート群
とジュニアエリート群を比較すると，その緩!均は膝持l筋群と
題筋群および部伎によって特異的であることカ明かとなった.
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